面白そう にぶら 下げて 眺める。 それに も 倦き ると、 小 

川の 清い 水 を 葉の 中に すくい 込み、 鮒 や 鯰の 子 を 捕え 

てきて、 その 中に 泳がせて 楽しむ。 或は また、 大きな 

花 を 取って きて、 その 真白の 花弁 を 一 つ 一 つむし り 取 

り、 黄色い 雄蕊 雌蕊 を 中に のせ、 宝 を 積んだ 舟と して、 

橋の 上から 川の 真中に、 幾つ も 幾つ も 流し 浮べる。 

蓮の 葉 や 花が 盂蘭盆 〔# 「盂蘭盆」 は 底本で は 「盂蘭盆 匕 

の 仏壇に つきもの となって いるの は、 仏教の 広まって 

る 地方 共通の 周知の 事柄で ある。 が、 或る 地方で は盂 

蘭 盆 〔# 「盂蘭盆」 は 底本で は 「孟蘭 盆 匕 の 前 七月 七日の 

七夕 祭が、 可な り 盛んに 行われる。 七 八 歳の 子供達 は、 



最も 栽培 困難と して ある。 素人 流の 育て方で、 蓮の 花 

を 一 つで も 咲かせ 得たら、 それ こそ 園芸の 天才で ある。 

私 は その 天才に なろうと 欲した。 そして 叔父の 意見 

を 参考に して、 蓮 を 移し 植える の を 翌年の 春まで 延し 

た。 すると 図らずも、 意外な 便宜 を 得た。 

私の 家へ、 田舎から 時々 野菜 物なん か を 持って来て 

くれる、 農家の 〔# 「来て くれる、 農家の」 は 底本で は 「来 

て くれる。 農家の 匕 老人が あった。 その 老人が、 蓮 を 

育てたい という 私の 志望 を 聞いて、 蓮に は 都会の こん 

な 痩せた 土で は 駄目 だから、 上等の 肥えた土 を 進上し 

ましょう、 という 好意 を 寄せて くれた。 やがて その 老 



らば、 肥料 はやが て 地下 深く へ か 四方へ か、 次第に 放 

散して しまう であろうが、 瀬戸の 鉢の 中に 於て は、 放 

散すべき 場所がなくて、 いつまでも 其処に 残って いる。 

消化不良の いじけた 小さな 蓮で は、 それ を なかなか 吸 

収し 了せ る もので はない。 うっかり すれば、 蓮の 方が 

肥料の 毒気に 窒息 させられる かも 知れない。 と 云って、 

今更 泥土 を 取換え るの は、 夏の 盛時に 猶更 危険で ある。 

私 は 悲しい 気持で、 ぼんやり 蓮 鉢 を 見守る の 外 はな 

かった。 

ただ 一 つ 私の 心 を 慰めた ことに は、 その 蓮の 葉 を 一 

枚、 盂蘭盆 〔# 「盂蘭盆」 は 底本で は 「孟蘭 盆 匕 の 折、 亡 
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